
1年間を通して、教科会を定期的に行い、「個別最適な学び」と「協働的な学び」に向けた
授業作りと意見交換を行う。また朝読書の時間の１０分間を継続し、時間を確保すること
で、日頃から書物に親しむ機会を増やす。

⇓

実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
1.国語・数学の「知識・技能」において、高い水準を維持しつつ、令和8年度全国学力・学習状況調査や
さいたま市学習状況調査の全国や市平均より自校の結果を15%以上のアップを目指す。
2.国語の「読むこと」、数学の「資料の活用（資料を読み取ること）」において、高い水準を維持しつつ、
令和8年度全国学力・学習状況調査やさいたま市学習状況調査の全国や市平均より自校の結果を
15%以上のアップを目指す。

評価（※）

学力向上策の
見直し

中間評価

学力向上策の
実施状況

⇓

③さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

特徴的な結果

全国学力・学習状況調査結果の分析②

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


